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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract

（和文）
微視的数値計算によって原子核の構造の理論研究を行った。本プロジェクトでは、軽い安定原子核および不安定原子核の基底・励起状態を主に反対称化分子動力学法を用いて研究した。
原子核構造の研究においては、B,Cアイソトープの構造計算を行い、励起状態に多様なクラスター状態が出現しうることを予言した。12Cの励起状態には3つのαクラスターから成る３体的なクラスター状態が出現することが知られているが、例えば11Bにおいても2α+t的な３体クラスター構造が出現し、12Cと類似した励起状態が存在する可能性を指摘した。また、28Siおよびその近傍原子核について、基底状態および低励起状態における変形共存の問題を調べた。E2遷移強度の観測データとの比較により、30Siや26Siでは、K=2回転帯（サイドバンド）から基底状態への遷移において、陽子遷移に比べ中性子遷移が主要になる（Neutron dominance）ことが実験的にわかっているが、この現象を中性子の非軸対称変形で解釈できることを示した。また、中性子星・原始中性子などにおける有限温度の低密度核物質について，AMDによる微視的計算を実施するための準備を計画したが、システムＢを試用したところ，単CPUの性能が十分でないことがわかった。
（英文）
Structures of ground and excited states of light nuclei such as B and C isotopes have been studied with a method of antisymmetrized molecular dynamics. A variety of three-body cluster structures have been suggested in excited states of B and C isotopes. An interesting analogy between cluster states in 11B and those in 12C has been found. For heavier-mass region, nuclear deformations in low-energy states in 28Si and its vicinity have been discussed in relation with E2 transition strengths. In 30Si and 26Si, the transition strength from the second 2+ state to the ground state shows the neutron dominance in mirror analysis. This neutron dominance is described by the triaxiality of the ground and the side band which is caused by the oblate shape of the proton structure in the Z=14 systems.
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